
 平成28年度 

データマネージャー養成研修 

共催 厚生労働省 

実施 東京大学医学部附属病院臨床研究支援センター 

後援 国立大学附属病院臨床研究推進会議 

   東北大学病院 

   大阪大学医学部附属病院未来医療開発部データセンター 

   東京大学大学院医学系研究科臨床試験データ管理学講座 

東京会場 (50名)、大阪会場 (50名)ともに2日間 

問い合わせ先 

 国立大学附属病院臨床研究推進会議事務局 平成28年度AMED主催データマネージャー養成研修担当 
 住所：〒113-8655 東京都文京区本郷7-3-1  東京大学医学部附属病院 中央診療棟Ⅱ 8階 
 TEL：03-5800-8808 ／ FAX：03-5800-8739 ／E-mail：suisin-office@umin.ac.jp 

詳細は 国立大学附属病院臨床研究推進会議のホームページから 

https://plaza.umin.ac.jp/~NUH-CRPI/open_network/ 

                                                                ICH-GCPの改訂やCDISC（Clinical Data Interchange 

                                                               Standards Consortium）標準の規格でのPMDAへの 

                                                             申請データの提出など、治験や臨床研究のデータ管理を 

                                                           取り巻く環境が変化しています。その中で、臨床試験の 

                                                          データの質の維持・向上を効率的に実現するために、 

                                                      限られたリソースの中でRBM（Risk Based approach to         

                                                  Monitoring）を実施することや、CDISC標準に対応したデータの 

                                              収集・管理の体制を構築することへ対応できるデータマネージャーが 

                                        求められています。 

                                今回の研修では、データ管理についての基本的な講義や演習を通じて、 

                      データ管理の意義・目的・臨床研究に関する基礎知識や技能について体系的に学び、 

       研究の仮説を証明するために必要なデータマネジメントおよび品質管理システムについて 

理解し、将来的にRBMやCDISCについても対応できるデータマネージャーのキャリアパスに 

つなげるための基礎を固めます。 

東京 
     2016. 12 . 17(土) - 18(日) 

               東京大学医学部附属病院 
                 中央診療棟Ⅱ 7階 小･中会議室 
              (〒113-8655 東京都文京区本郷7-3-1) 
             

                       大阪 
                  2017. 1 . 21(土) - 22(日) 

                         大阪大学 中之島センター 
                      (〒530-0005 大阪市北区中之島4-3-53)   

日本医療研究開発機構(AMED) 主催 

国立研究開発法人 


